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研究の全体概要 

本研究では、生物多様性保全に関わる上記の問題、すなわち、希少種の(Ⅰ)保全価値の評価、(Ⅱ)保

全難易度の評価について、ゲノム情報を活用して明らかにする新たな手法を開発・検討し、各々の希少

種の状況に応じた、いわばテーラーメイドな保全策を構築することで、限りある保全リソースを有効

に希少種保全に活用できるようにすることを目的とし、次の 2つのサブテーマによる研究を行う。 

 

(1)保全価値の評価：ゲノム縮約解読による希少種の保全価値評価 

国内希少野生動植物種に指定されている維管束植物の約 4 割は、近隣諸国にも生育しているが、日

本に生育する個体群の独自性（国内外の個体は本当に同種なのか？）は必ずしも明らかにされていな

い。また、その履歴が不明なもの（国内で数世代しか維持されておらず、むしろ帰化植物として扱うべ

き「希少種」も見つかっている）もある。これら、国内希少野生動植物種などの希少生物の保全価値を

正しく評価し、限られた保全リソースを有効に活用するために、縮約ゲノム解読（ゲノム全体を完全に

読み取るのではなく、短い塩基配列情報をゲノムの多数箇所で読み取ることで、ゲノムの特徴を解読

すること）によって、日本産と海外産の希少種の同一性や、種内系統の独自性・履歴を解析する。 

 

(2)保全難易度の評価：比較ゲノム解析による希少種の保全難易度評価 

国内希少野生動植物種の中には環境省による集約的な保護増殖事業が行われているものがあるが、

その成績は必ずしも良好ではない。申請者らは環境研究総合推進費 4-1605 において、成績不良の小笠

原産国内希少野生動植物種により多くの有害遺伝子が蓄積していることや、環境適応能力が低いこと

をゲノム解読で明らかにした。本研究ではその解析手法をより広い範囲の希少種に適用し、比較解析

することで、種の脆弱性と環境適応ポテンシャルから、個々の希少生物の保全難易度を評価する。 

 

以上、2つのサブテーマから得られた結果をもとに、国内希少野生動植物種など、保全対象となって

いる希少種について、(1)保全価値の評価と、(2)保全難易度の評価を統合的に解析することによって、

ただ単に個体数の多寡に基づくだけでなく、より詳細な種の実態に応じた適切かつ効率的な保全策（テ

ーラーメイド生物多様性保全策）を確立する。 

 



研究の全体概要図 
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